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記載事項 更新の有無 記載欄

経営協議会による確認
令和3年度第4回経営協議会（書面審議）において、本報告書（案）につい
て審議を行った結果、原案のとおり承認された。なお、経営協議会委員から
は、本報告書（案）に対する意見は頂戴しなかった。

監事による確認

令和3年9月13日に、本報告書（案）に対する確認依頼を実施した結果、監
事から「原則２－３－２ 外部の経験を有する人材を求める観点及び登用の
状況」に関し、「適合根拠に第3期中期計画№32を記載するのであれば、現
状の適合状況について、当該内容に対する記載が必要である」との意見を頂
戴したことから、最終更新日現在における適合状況を記載する修正を行っ
た。

その他の方法による確認

【本報告書に関する経営協議会及び監事等の確認状況】

国立大学法人ガバナンス・コードにかかる適合状況等に関する報告書(2021年度)
様式
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国立大学法人北見工業大学

記載事項 更新の有無 記載欄

ガバナンス・コードの各原
則の実施状況

当法人は、各原則を（下記に説明する原則を除き）すべて実施しています。

【国立大学法人ガバナンス・コードの実施状況】

ガバナンス・コードの各原
則を実施しない理由又は今
後の実施予定等

【原則２－３－２ 多様な人材の登用・確保】
外部人材の経営層への登用について、組織運営業務に精通した他の教育研究
機関の経験を有する人材を非常勤理事として登用し、その経験と知見を法人
経営に活用していたが、当該理事の辞任に伴い現在は欠員となっている。
ただし、令和4年4月に小樽商科大学、帯広畜産大学及び本学の経営統合に
より設置される「国立大学法人北海道国立大学機構」において、産業界や他
の教育研究機関等、外部の経験を有する人材を経営層に登用する予定であ
る。

【原則３－３－４ 経営力を発揮できる体制の検討】
該当しない。
ただし、令和4年4月に小樽商科大学、帯広畜産大学及び本学経営統合によ
り設置される「国立大学法人北海道国立大学機構」において、大学総括理事
を配置するとともに、その理由を公表する予定である。

【補充原則３－４－１①】
大学の規模、他の工学系単科大学の状況及び監査業務の実態を踏まえ、監事
の常勤化についての検討は行わない。
ただし、令和4年4月に小樽商科大学、帯広畜産大学及び本学の経営統合に
より設置される「国立大学法人北海道国立大学機構」において、常勤監事を
配置する予定である。
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国立大学法人北見工業大学

記載事項 更新の有無 記載欄

補充原則１－２④
目標・戦略の進捗状況と検
証結果及びそれを基に改善
に反映させた結果等

本学ホームページにおいて、各中期目標期間及び各年度の国立大学法人評価に
おける「業務の実績に関する報告書」及び大学機関別認証評価における「自己
点検書」を公表している。
【業務の実績に関する報告書、大学機関別認証評価における自己点検書】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/disclosure/info-about-kitami/

補充原則１－３⑥（１）
経営及び教学運営双方に係
る各組織等の権限と責任の
体制

自主的・自律的・戦略的な法人経営を可能とする体制を構築するために、「国
立大学法人北見工業大学組織規則」を制定し、役員会・経営協議会・教育研究
評議会といった、経営及び教学運営双方の実施に係る各組織等の権限と責任を
明確に規定している。
【国立大学法人北見工業大学組織規則】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000008.htm

【国立大学法人北見工業大学役員会規程】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000001.htm

【国立大学法人北見工業大学経営協議会規程】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000002.htm

【国立大学法人北見工業大学教育研究評議会規程】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000003.htm

【国立大学法人ガバナンス・コードの各原則に基づく公表内容】

原則１－１
ビジョン、目標及び戦略を
実現するための道筋

本学は、「人を育て、科学技術を広め、地域に輝き、未来を拓く」を理念に掲
げ、高度化・複雑化している科学技術の急速な進展の中で、「個々の専門分野
についての基盤的な技術、知識を有するのみならず、学際領域や新しい分野の
開拓にも柔軟に対応できる能力を持ち、自然と調和した科学技術の発展と国際
社会への対応を念頭においた技術開発を行い得る人材を養成する」ことを使命
としている。このことをもって、本学は地域社会の発展はもとより、国家・ 国
際社会の安全と平和および文化の進展に貢献することとしており、理念・使命
を実現するため、以下のとおり4つの基本目標を策定し、本学ホームページにお
いて公表している。
１．向学心を喚起し、創造性を育み、将来の夢を拓く教育
２．個性に輝き、知の世紀をリードし、地域特色のある研究
３．地域のニーズに応え、地域をリードし、地域の発展に貢献
４．国際的視野を踏まえた教育研究、学生・教職員の国際化を推進
併せて、国立大学法人法第30条及び第31条の規定に基づき、「中期目標・中期
計画」を定め、理念・使命及び4つの基本目標を実現するための戦略を策定し、
本学ホームページにおいて公表している。
【北見工業大学の理念と使命、基本目標】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/future-vision/

【第3期中期目標】
https://www.kitami-it.ac.jp/wp-content/uploads/2014/12/tyuukimokuhyou3.pdf

【第3期中期計画】
https://www.kitami-it.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/tyukikeikaku3-2.pdf
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国立大学法人北見工業大学

記載事項 更新の有無 記載欄

補充原則１－３⑥（３）
自らの価値を最大化するべ
く行う活動のために必要な
支出額を勘案し、その支出
を賄える収入の見通しを含
めた中期的な財務計画

第3期中期計画において、自らの価値を最大化するべく行う活動のために必要な
支出額及びその支出を賄える収入額を含めた中期的な財務計画を策定し、本学
ホームページにおいて公表している。
【第3期中期計画 13ページ～18ページ】
https://www.kitami-it.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/tyukikeikaku3-2.pdf

補充原則１－３⑥（４）及
び補充原則４－１③
教育研究の費用及び成果等
（法人の活動状況や資金の
使用状況等）

本学ホームページに、財務状況、運営状況、キャッシュフロー等を示した「財
務諸表」及び財務データ等と関連付けた本学における事業内容等を示した「事
業報告書」並びに本学の財務状況を分析した「財務レポート」を掲載し、教
育・研究に係る費用分析の結果や法人の活動状況や資金の使用状況等を、ス
テークホルダーに向け分かりやすく公表している。
【財務に関する情報】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/disclosure/info-about-kitami/

補充原則１－３⑥（２）
教員・職員の適切な年齢構
成の実現、性別・国際性・
障がいの有無等の観点での
ダイバーシティの確保等を
含めた総合的な人事方針

北見工業大学の理念と使命、基本目標の実現、組織の活性化及び教育・研究力
の向上を目的として、以下の方針で人事施策を実行する。
（法人経営）
・長期的な視点に立った法人経営を行うため、経営に必要な能力を備える人材
を登用するとともに法人経営を担い得る人材を計画的に育成する。
（教育・研究）
・独創的で高度な教育研究を推進するため、教育、研究又は実務上優れた知
識、能力及び実績を有する者を登用する。
・教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化を図るため、年齢構成のバラ
ンスを考慮した登用を行う。
（地域貢献）
・地域に基盤を置く大学として、地域のニーズに応え、地域課題解決及び発展
に貢献する人材を登用するとともに、地域の政策決定・社会問題の解決に積極
的に関与し、夢と希望のある地域づくりに貢献できる人材を育成する。
（国際化）
・国際的視野を踏まえた教育研究を活性化するため、国際性を備えた人材を積
極的に登用するとともに、国際化に対応できる素養とコミュニケーション能力
を備える人材を育成する。
（ダイバーシティ環境の実現）
・大学運営における男女共同参画を実現するため、男女構成のバランスを考慮
した登用を行う。
・大学運営における多様性を向上させるため、障がい者雇用は法定雇用率の達
成及び維持に努める。
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国立大学法人北見工業大学

記載事項 更新の有無 記載欄

補充原則１－４②
法人経営を担いうる人材を
計画的に育成するための方
針

社会に対して継続的に役割を果たしていくため、以下の方針により法人経営を
担い得る人材を計画的に育成する。
・法人としてのビジョンや国内外の高等教育・学術研究の動向等の情報を構成
員全体に随時提供し、常に法人経営への意識付けを行う。
・管理職・部局長クラスの次代の法人経営を担う階層の教員には、学長補佐等
の法人経営の一端を担う法人のポストに登用し、大学経営を経験する機会を設
ける。
・中堅クラスの教員には、タスクフォースの一員として参加させることによ
り、早い段階から法人経営の感覚を身に付けさせる。
・事務職員については、担当理事及び事務局長による人材育成推進体制のも
と、大学内外において幅広い業務経験を積ませ、経営に貢献できる人材育成を
計画的に行う。
・経営人材を育成するための多様な啓発の機会に教職員を計画的に参加させる
ことにより、経営感覚の育成を行う。

原則２－１－３
理事や副学長等の法人の長
を補佐するための人材の責
任・権限等

学長は、「北見工業大学の理念と使命、基本目標」を実現するため、理事、副
学長及び学長補佐について、それぞれの役割に適した人材を配置している。な
お、理事及び学長補佐については、必要に応じて他の教育研究機関等の経験を
有する人材を活用しながら、意思決定や業務執行をサポートする体制を整備を
行っている。
また、理事、副学長及び学長補佐について、国立大学法人法、独立行政法人等
の保有する情報の公開に関する法律等に基づき氏名・職務等を公表している。
【組織に関する情報】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/disclosure/info-about-kitami/

原則２－２－１
役員会の議事録

役員会は、法人の重要事項について十分な検討・討議を行い、学長の意思決定
を支え、法人の適正な経営を確保している。また、役員会は、国立大学法人法
で定める事項について適時かつ迅速な審議を行い、議事録を公表している。
【会議開催情報】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/disclosure/conferencing/
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国立大学法人北見工業大学

記載事項 更新の有無 記載欄

補充原則３－１－１①
経営協議会の外部委員に係
る選考方針及び外部委員が
役割を果たすための運営方
法の工夫

経営協議会の学外委員の選任に当たり、教育機関、産業界、行政機関等の多様
な関係者から大学に関し広くかつ高い識見を有する者を選考している。また、
学外委員がその役割を十分に果たせるよう適切な議題設定をするとともに、遠
隔会議（WEB会議）での開催や定期的に本学執行部との懇談会を開催する等、
審議を活性化させるため運営方法を工夫している。
【国立大学法人北見工業大学経営協議会規程】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000002.htm

補充原則３－３－１①
法人の長の選考基準、選考
結果、選考過程及び選考理
由

本学ホームページにおいて、学長の選考基準「次期学長に求める資質、能力」
を公表するとともに、平成29年度の学長選考において、学長選考会議は当該基
準を踏まえ、適正に選考を行った。また、選考結果、選考過程及び選考理由等
を公表した。
【学長選考会議】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/disclosure/gakutyo_senkou/

補充原則３－３－１②
法人の長の再任の可否及び
再任を可能とする場合の上
限設定の有無

「国立大学法人北見工業大学学長選考会議規程」に学長の任期に関する事項を
審議事項として規定するとともに、「国立大学法人北見工業大学学長選考規
程」に学長の再任の可否、再任の場合の任期を規定し、本学ホームページにお
いて公表している。
【国立大学法人北見工業大学学長選考会議規程】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000004.htm

【国立大学法人北見工業大学学長選考規程】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000051.htm

原則２－３－２
外部の経験を有する人材を
求める観点及び登用の状況

組織運営業務に精通した他の教育研究機関の経験を有する人材を非常勤理事と
して登用し、その経験と知見を法人経営に活用していたが、当該理事の辞任に
伴い現在は欠員となっている。ただし、令和4年4月に小樽商科大学、帯広畜産
大学及び本学の経営統合により設置される「国立大学法人北海道国立大学機
構」において、産業界や他の教育研究機関等、外部の経験を有する人材を経営
層に登用する予定である。また、教員採用における性別や国際性の観点でのダ
イバーシティについても、それぞれ登用の目標を掲げて確保を行っており、全
教員における女性教員の割合については8％、外国人教員の割合については
11％と概ね中期目標を達成しており、ダイバーシティ及びグローバルな教育研
究体制を構築している。
【第3期中期計画№32】
女性教員、外国人教員の採用を促進するため、新たな評価制度を導入するとと
もに、女性教員には、出産、育児などと教育研究が両立しやすいように研究補
助者の配置、単身赴任手当の支給要件の緩和、特別休暇付与、キャリア形成の
ための相談や助言機会の充実など支援体制を強化し、全教員の10％程度になる
よう採用する。外国人教員への支援体制としてビザ更新時の特別休暇付与及び
旅費や更新手数料等の補助、一時帰国時の特別休暇付与、希望者に対する日本
語指導などの支援体制を強化し、外国人教員も全教員の10％程度になるよう採
用しグローバルな教育研究体制の強化を図る。
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国立大学法人北見工業大学

記載事項 更新の有無 記載欄

原則３－３－２
法人の長の解任を申し出る
ための手続き

「国立大学法人北見工業大学における学長の解任の申出に関する規程」に解任
の審査の請求・審査手続を規定し、本学ホームページにおいて公表している。
【国立大学法人北見工業大学における学長の解任の申出に関する規程】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000061.htm

補充原則３－３－３②
法人の長の業務執行状況に
係る任期途中の評価結果

「国立大学法人北見工業大学学長選考会議規程」に学長の業績に関する事項を
審議事項として規定している。また、平成29年度に「国立大学法人北見工業大
学長の業績評価に関する申合せ」に基づき、学長の任期の途中における業績評
価を行い、評価結果を本学ホームページにおいて公表している。
【国立大学法人北見工業大学学長選考会議規程】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000004.htm

【学長選考会議】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/disclosure/gakutyo_senkou/

原則３－３－４
大学総括理事を置く場合、
その検討結果に至った理由

該当しない。
ただし、令和4年4月に小樽商科大学、帯広畜産大学及び本学の経営統合により
設置される「国立大学法人北海道国立大学機構」において、大学総括理事を配
置する予定である。

基本原則４及び原則４－２
内部統制の仕組み、運用体
制及び見直しの状況

「国立大学法人北見工業大学コンプライアンス規程」及び「国立大学法人北見
工業大学内部監査規則」を定め、適正な職務の実施と社会的倫理の維持を確か
なものとしている。また、「国立大学法人北見工業大学内部監査規則」に基づ
き、監査室長は監査結果調書の内容を学長に報告するとともに、学長は改善等
の処置が必要と認めるときは、被監査部局等の責任者に対して業務改善等の指
示を行う体制を整えている。
【国立大学法人北見工業大学コンプライアンス規程】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000390.htm

【国立大学法人北見工業大学内部監査規則】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000010.htm

原則４－１
法人経営、教育・研究・社
会貢献活動に係る様々な情
報をわかりやすく公表する
工夫

「国立大学法人北見工業大学情報公開取扱要項」に基づき、本学が保有する情
報の公開を推進するとともに、法人経営、教育・研究・社会貢献活動に係る
様々な情報は、多様なステークホルダーに対して、ホームページ、SNS及び冊
子等、適切な方法を検討し、公表している。
【国立大学法人北見工業大学情報公開取扱要項】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000018.htm

【本学ホームページ】
https://www.kitami-it.ac.jp/
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補充原則４－１①
対象に応じた適切な内容・
方法による公表の実施状況

「国立大学法人北見工業大学情報公開取扱要項」に基づき、本学が保有する情
報の公開を推進するとともに、法人経営、教育・研究・社会貢献活動に係る
様々な情報は、多様なステークホルダーに対して、ホームページ、SNS及び冊
子等、適切な方法を検討し、公表している。
【国立大学法人北見工業大学情報公開取扱要項】
https://education.joureikun.jp/kitami_it_univ/act/frame/frame110000018.htm
【本学ホームページ】
https://www.kitami-it.ac.jp/

補充原則４－１②
学生が享受できた教育成果
を示す情報

本学ホームページにおいて、教育情報、カリキュラムポリシー、ディプロマポ
リシー及び学生の進路状況を掲載し、学生が身につけることができる能力及び
主たる進路状況を公表している。
なお、学生が享受できた教育成果を確認するため、卒業・修了予定者を対象と
したアンケートを毎年度実施しており、令和2年度以降の調査結果を「学生の満
足度」として、本学ホームページに公表している。
【教育情報、学生の満足度】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/disclosure/kyoikujoho/
【カリキュラムポリシー】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/curriculumpolicy/
【ディプロマポリシ－】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/diplomapolicy/
【学生の進路状況】
https://www.kitami-it.ac.jp/employment-support/tokei-shinro/

法人のガバナンスにかかる
法令等に基づく公表事項

■独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律第22条に規定する情報
【組織に関する情報】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/info-about-kitami/#soshiki
【業務に関する情報】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/info-about-kitami/#gyomu
【財務に関する情報】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/info-about-kitami/#zaimu
【評価・監査に関する情報】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/info-about-kitami/#hyoka_kansa
【関係法人に関する情報】
https://www.kitami-it.ac.jp/about/info-about-kitami/#kankeihojin
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